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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力系統の電力需給の調整を行う契約であるＤＲ契約に基づいて１以上の電気機器を動
作させるデマンドレスポンス方法であって、
　対象期間において実施される予定の複数の前記ＤＲ契約を取得する取得ステップと、
　取得された前記複数の前記ＤＲ契約のそれぞれについて、当該ＤＲ契約において要求さ
れる前記電力需給の調整の内容を、前記１以上の電気機器を用いて実行可能か否かを判断
する判断ステップと、
　前記１以上の電気機器を用いて前記対象期間に実行することができる、２以上の前記Ｄ
Ｒ契約の組み合わせであるＤＲシナリオを、前記判断ステップにおける判断結果に基づい
て生成する生成ステップと、
　生成された１以上の前記ＤＲシナリオのうち、当該ＤＲシナリオに基づいて前記１以上
の電気機器を動作させたとした場合に、前記１以上の電気機器それぞれの前記電力需給の
調整量の合計値が当該ＤＲシナリオに含まれる２以上の前記ＤＲ契約それぞれの契約条件
を満たすＤＲシナリオを、最適化シナリオとして抽出する抽出ステップと、
　抽出された１以上の前記最適化シナリオのうちの１つを選択し、選択した前記最適化シ
ナリオに含まれる２以上の前記ＤＲ契約に基づいて、前記対象期間において前記１以上の
電気機器を動作させる動作ステップとを含む
　デマンドレスポンス方法。
【請求項２】
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　前記１以上の電気機器には、空調機器が含まれ、
　前記動作ステップでは、抽出された１以上の最適化シナリオのうち、前記空調機器を停
止させることによって前記電力需給の調整を行う時間が所定時間よりも短い最適化シナリ
オを１つ選択する
　請求項１に記載のデマンドレスポンス方法。
【請求項３】
　前記動作ステップでは、抽出された１以上の最適化シナリオのうち、得られるインセン
ティブが所定値以上の最適化シナリオを１つ選択する
　請求項１に記載のデマンドレスポンス方法。
【請求項４】
　前記１以上の電気機器それぞれの前記電力需給の調整量の合計値は、１つの電力メータ
によってモニタされる
　請求項１～３のいずれか１項に記載のデマンドレスポンス方法。
【請求項５】
　前記ＤＲ契約において要求される前記電力需給の調整の内容には、ピークカット、ＦＲ
制御、及び予備力供給の少なくとも１つが含まれる
　請求項１～４のいずれか１項に記載のデマンドレスポンス方法。
【請求項６】
　電力系統の電力需給の調整を行う契約であるＤＲ契約に基づいて１以上の電気機器を動
作させるデマンドレスポンス制御装置であって、
　対象期間において実施される予定の複数の前記ＤＲ契約を取得する取得部と、
　取得された前記複数の前記ＤＲ契約のそれぞれについて、当該ＤＲ契約において要求さ
れる前記電力需給の調整の内容を、前記１以上の電気機器を用いて実行可能か否かを判断
する判断部と、
　前記１以上の電気機器を用いて前記対象期間に実行することができる、２以上の前記Ｄ
Ｒ契約の組み合わせであるＤＲシナリオを、前記判断部の判断結果に基づいて生成する生
成部と、
　生成された１以上の前記ＤＲシナリオのうち、当該ＤＲシナリオに基づいて前記１以上
の電気機器を動作させたとした場合に、前記１以上の電気機器それぞれの前記電力需給の
調整量の合計値が当該ＤＲシナリオに含まれる前記２以上の前記ＤＲ契約それぞれの契約
条件を満たすＤＲシナリオを、最適化シナリオとして抽出する抽出部とを備える
　デマンドレスポンス制御装置。
【請求項７】
　さらに、抽出された１以上の前記最適化シナリオのうちの１つを選択し、選択した前記
最適化シナリオに含まれる２以上の前記ＤＲ契約に基づいて、前記対象期間において前記
１以上の電気機器を動作させる動作部を備える
　請求項６に記載のデマンドレスポンス制御装置。
【請求項８】
　前記１以上の電気機器それぞれの前記電力需給の調整量の合計値は、１つの電力メータ
によってモニタされる
　請求項６または７に記載のデマンドレスポンス制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電力系統の電力需給の調整を行うデマンドレスポンス方法等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、電力需要の逼迫及び電力市場の自由化の動きに伴い、デマンドレスポンス（以下
、「ＤＲ」と表すこともある）システムが注目されている。このＤＲシステムでは、ＤＲ
サービスを需要家に提供するＤＲアグリゲータが存在する。ＤＲアグリゲータ及び需要家
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（以下、「ＤＲプロバイダ」と呼ぶこともある）の間の契約に基づいて、ＤＲアグリゲー
タは、所定の期間（タイムステップ）において需要家に電力需給の調整を依頼することに
より電力系統の電力需給の調整を行う（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　ＤＲプロバイダは、ＤＲサービスの契約内容にしたがって、ＤＲプロバイダのリソース
（電力の消費、電力の蓄積、及び電力の生産の少なくとも１つを行う電気機器）を制御す
る。これにより、ＤＲアグリゲータは、電力系統の安定化を図ることができ、ＤＲプロバ
イダは、ＤＲ契約者からインセンティブを受け取ることができる。一方で、ＤＲプロバイ
ダは、ＤＲサービスにしたがってリソースを制御しなかった場合は、例えば、ＤＲアグリ
ゲータに違約金を支払うなどの罰則が課せられることがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－２８４２４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　スマートグリッドの拡大に伴ってＤＲアグリゲーションが広がると、ＤＲプロバイダが
１タイムステップ内において複数のＤＲサービスを選択し、実行することが考えられる。
【０００６】
　しかしながら、１タイムステップ内において複数のＤＲサービスを適切に実行する方法
について検討の余地が残されている。
【０００７】
　そこで、本発明は、１タイムステップ内において複数のＤＲサービスを適切に実行する
ことができるデマンドレスポンス方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様に係るデマンドレスポンス方法は、電力系統の電力需給の調整を行う契
約であるＤＲ契約に基づいて１以上の電気機器を動作させるデマンドレスポンス方法であ
って、対象期間において実施される予定の複数の前記ＤＲ契約を取得する取得ステップと
、取得された前記複数の前記ＤＲ契約のそれぞれについて、当該ＤＲ契約において要求さ
れる前記電力需給の調整の内容を、前記１以上の電気機器を用いて実行可能か否かを判断
する判断ステップと、前記１以上の電気機器を用いて前記対象期間に実行することができ
る、２以上の前記ＤＲ契約の組み合わせであるＤＲシナリオを、前記判断ステップにおけ
る判断結果に基づいて生成する生成ステップと、生成された１以上の前記ＤＲシナリオの
うち、当該ＤＲシナリオに基づいて前記１以上の電気機器を動作させたとした場合に、前
記１以上の電気機器それぞれの前記電力需給の調整量の合計値が当該ＤＲシナリオに含ま
れる２以上の前記ＤＲ契約それぞれの契約条件を満たすＤＲシナリオを、最適化シナリオ
として抽出する抽出ステップと、抽出された１以上の前記最適化シナリオのうちの１つを
選択し、選択した前記最適化シナリオに含まれる２以上の前記ＤＲ契約に基づいて、前記
対象期間において前記１以上の電気機器を動作させる動作ステップとを含む。
【０００９】
　なお、これらの包括的または具体的な態様は、システム、方法、集積回路、コンピュー
タプログラムまたはコンピュータ読み取り可能なＣＤ－ＲＯＭなどの記録媒体で実現され
てもよく、システム、方法、集積回路、コンピュータプログラム及び記録媒体の任意な組
み合わせで実現されてもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、１タイムステップ内において複数のＤＲサービスを適切に実行するこ
とができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本実施の形態に係るＤＲシステムのシステム構成を示す図である。
【図２】図２は、本実施の形態に係るＤＲコントローラの機能構成を示すブロック図であ
る。
【図３】図３は、シナリオ生成部による判断結果（技術的適合マトリクス）の一例を示す
図である。
【図４】図４は、契約相関分析部の動作を概念的に示す図である。
【図５】図５は、電力需給の調整量が契約条件を満たさないＤＲシナリオの例を説明する
ための図である。
【図６】図６は、ＤＲシナリオの改良の別の例を説明するための図である。
【図７】図７は、本実施の形態に係るＤＲシステム全体のシーケンス図である。
【図８】図８は、本実施の形態に係るＤＲコントローラの動作のフローチャートである。
【図９】図９は、変形例に係るＤＲシステムのシステム構成を示す第１の図である。
【図１０】図１０は、変形例に係るＤＲシステムのシステム構成を示す第２の図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　（本発明の基礎となった知見）
　上述のように、近年、電力の自由化に伴い、電力系統の安定化を目的としたＤＲサービ
スが提案されている。ＤＲサービスでは、ＤＲプロバイダは、ＤＲサービスの契約内容に
したがって、リソースの電気エネルギーの消費パターンを変化させる。ＤＲサービスの種
類（契約内容）は、様々なものがある。具体的には、例えば、タイムステップ内において
所定値の電力（電力量）を削減する「ピークカット」、電力系統の周波数を調整するため
に指令値に基づいて充電または放電を行う「周波数調整」、及び、電力系統に予備力をあ
たえる「予備力供給（瞬動予備力、運転予備力、待機予備力）」、などが代表的なＤＲサ
ービスである。また、ＤＲサービスには、その他にも「遮断可能な負荷」、「電圧調整」
、「緊急リソース」、「容量リソース」などがある。
【００１３】
　ＤＲサービスの普及により、システムの稼動コストの削減、温室効果ガス（ＧＨＧ）の
削減、ネットワークの拡張に必要な設備投資の削減、及びブラックアウトの削減が可能と
なる。また、ＤＲサービスの普及により、システムの信頼性及び安全性の向上、並びに電
力（電力市場）の効率化が期待できる。
【００１４】
　また、上述のようにＤＲプロバイダは、ＤＲサービスを行うことによってインセンティ
ブを受け取ることができる。したがって、ＤＲプロバイダによって、より多くのＤＲサー
ビスが提供されれば、ＤＲアグリゲータ及びＤＲプロバイダの双方に恩恵をもたらすこと
となる。
【００１５】
　しかしながら、従来、１つの構内（ここで、「１つの構内」とは、電力系統との接続ポ
イントを１つ有する構内のことである）に置かれたリソースを用いた場合、ＤＲプロバイ
ダは、各タイムステップで１種類のＤＲサービスしか提供できなかった。
【００１６】
　なぜなら、複数の種類のＤＲサービスを単純にＤＲプロバイダのリソースに割り当てた
場合、様々な不具合が発生することが考えられるからである。例えば、所定値の電力を削
減する契約のＤＲサービス（ピークカット）と、指令値にしたがって電力系統に対する充
電または放電を行う契約のＤＲサービス（ＦＲ制御）とを、任意のタイムステップにおい
て両方実行する場合が考えられる。このような場合、ＦＲ制御を行った結果、上記所定値
の電力が削減されなかった場合は、ＤＲプロバイダは、ピークカットの契約に違反してし
まい、違約金を支払うなどのペナルティが課されることになる。
【００１７】
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　一方、近年、スマートグリッドの拡大、ＤＲアグリゲーションビジネスの拡大、及びス
マート製品の普及が顕著である。また、近年、高性能なＤＲコントローラの製造コストが
削減され、ＤＲコントローラが急速に普及しつつある。
【００１８】
　このような状況を考えれば、ユーザがＤＲプロバイダとして電力市場に参入する機会が
増加しており、ＤＲプロバイダが各タイムステップで複数の種類のＤＲサービス（以下、
ＤＲ契約とも記載する）を提供する必要性は高い。また、各タイムステップにおいて複数
の種類のＤＲサービスの提供が実現されれば、ＤＲアグリゲータは、さらなる電力系統の
安定化を図ることができる。
【００１９】
　そこで、本実施の形態は、ＤＲプロバイダの各リソース（電気機器）を、ＤＲ契約の契
約条件を満たすように、複数のＤＲサービスに適切に割り当てることができるデマンドレ
スポンス方法及びデマンドレスポンス制御装置を提供する。
【００２０】
　本発明の一態様に係るデマンドレスポンス方法は、電力系統の電力需給の調整を行う契
約であるＤＲ契約に基づいて１以上の電気機器を動作させるデマンドレスポンス方法であ
って、対象期間において実施される予定の複数の前記ＤＲ契約を取得する取得ステップと
、取得された前記複数の前記ＤＲ契約のそれぞれについて、当該ＤＲ契約において要求さ
れる前記電力需給の調整の内容を、前記１以上の電気機器を用いて実行可能か否かを判断
する判断ステップと、前記１以上の電気機器を用いて前記対象期間に実行することができ
る、２以上の前記ＤＲ契約の組み合わせであるＤＲシナリオを、前記判断ステップにおけ
る判断結果に基づいて生成する生成ステップと、生成された１以上の前記ＤＲシナリオの
うち、当該ＤＲシナリオに基づいて前記１以上の電気機器を動作させたとした場合に、前
記１以上の電気機器それぞれの前記電力需給の調整量の合計値が当該ＤＲシナリオに含ま
れる２以上の前記ＤＲ契約それぞれの契約条件を満たすＤＲシナリオを、最適化シナリオ
として抽出する抽出ステップと、抽出された１以上の前記最適化シナリオのうちの１つを
選択し、選択した前記最適化シナリオに含まれる２以上の前記ＤＲ契約に基づいて、前記
対象期間において前記１以上の電気機器を動作させる動作ステップとを含む。
【００２１】
　また、例えば、前記１以上の電気機器には、空調機器が含まれ、前記動作ステップでは
、抽出された１以上の最適化シナリオのうち、前記空調機器を停止させることによって前
記電力需給の調整を行う時間が所定時間よりも短い最適化シナリオを１つ選択してもよい
。
【００２２】
　また、例えば、前記動作ステップでは、抽出された１以上の最適化シナリオのうち、得
られるインセンティブが所定値以上の最適化シナリオを１つ選択してもよい。
【００２３】
　また、例えば、前記１以上の電気機器それぞれの前記電力需給の調整量の合計値は、１
つの電力メータによってモニタされてもよい。
【００２４】
　また、例えば、前記ＤＲ契約において要求される前記電力需給の調整の内容には、ピー
クカット、ＦＲ制御、及び予備力供給の少なくとも１つが含まれてもよい。
【００２５】
　また、本発明の一態様に係るデマンドレスポンス制御装置は、電力系統の電力需給の調
整を行う契約であるＤＲ契約に基づいて１以上の電気機器を動作させるデマンドレスポン
ス制御装置であって、対象期間において実施される予定の複数の前記ＤＲ契約を取得する
取得部と、取得された前記複数の前記ＤＲ契約のそれぞれについて、当該ＤＲ契約におい
て要求される前記電力需給の調整の内容を、前記１以上の電気機器を用いて実行可能か否
かを判断する判断部と、前記１以上の電気機器を用いて前記対象期間に実行することがで
きる、２以上の前記ＤＲ契約の組み合わせであるＤＲシナリオを、前記判断部の判断結果
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に基づいて生成する生成部と、生成された１以上の前記ＤＲシナリオのうち、当該ＤＲシ
ナリオに基づいて前記１以上の電気機器を動作させたとした場合に、前記１以上の電気機
器それぞれの前記電力需給の調整量の合計値が当該ＤＲシナリオに含まれる前記２以上の
前記ＤＲ契約それぞれの契約条件を満たすＤＲシナリオを、最適化シナリオとして抽出す
る抽出部とを備える。
【００２６】
　また、例えば、さらに、抽出された１以上の前記最適化シナリオのうちの１つを選択し
、選択した前記最適化シナリオに含まれる２以上の前記ＤＲ契約に基づいて、前記対象期
間において前記１以上の電気機器を動作させる動作部を備えてもよい。
【００２７】
　また、例えば、前記１以上の電気機器それぞれの前記電力需給の調整量の合計値は、１
つの電力メータによってモニタされてもよい。
【００２８】
　なお、これらの包括的または具体的な態様は、システム、方法、集積回路、コンピュー
タプログラムまたはコンピュータ読み取り可能なＣＤ－ＲＯＭなどの記録媒体で実現され
てもよく、システム、方法、集積回路、コンピュータプログラム及び記録媒体の任意な組
み合わせで実現されてもよい。
【００２９】
　なお、以下で説明する実施の形態は、いずれも包括的または具体的な例を示すものであ
る。以下の実施の形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及び
接続形態、ステップ、ステップの順序などは、一例であり、本発明を限定する主旨ではな
い。また、以下の実施の形態における構成要素のうち、最上位概念を示す独立請求項に記
載されていない構成要素については、任意の構成要素として説明される。
【００３０】
　（実施の形態）
　本実施の形態では、ＤＲプロバイダが管理する構内に設けられたＤＲコントローラに本
発明のデマンドレスポンス制御装置を適用する例について説明する。
【００３１】
　まず、本実施の形態に係るＤＲシステムのシステム構成について説明する。図１は、実
施の形態に係るＤＲシステムのシステム構成を示す図である。
【００３２】
　なお、本実施の形態では、電気機器は、その状態に応じて別個の「制御ブロック」と見
なされる。例えば、定格出力の７５％、５０％、２５％及び０％のそれぞれをＤＲ動作に
割り当てることができるように切り替えることができるエアコンの場合、このエアコンは
、ＤＲ動作が可能な４つの制御ブロックとして取り扱われる。すなわち、１つのエアコン
であっても、定格出力の７５％をＤＲ動作に用いることができる状態と、定格出力の５０
％をＤＲ動作に用いることができる状態とは区別され別の制御ブロックとして取り扱われ
る。
【００３３】
　本実施の形態では、これら制御ブロックのそれぞれを異なるＤＲ契約（ＤＲサービス）
に割り当てることができる。（なお、以下の説明では、「ＤＲ契約に制御ブロックを割り
当てる」と記載することもあるが、同様の意味である。）
【００３４】
　また、本実施の形態において、「（ＤＲｘ、ＡＰｙｚ）」という表記は、「電気機器ｙ
の制御ブロックｚ」が「ＤＲ契約ｘ」に割り当てられたことを示す。また、本実施の形態
において、「（ＤＲｘ、ＡＰｙｚ）の組」という表記は、同時にＤＲ動作を行うようにス
ケジューリングされた少なくとも２つ以上の（ＤＲｘ、ＡＰｙｚ）の組み合わせのことで
ある。また、本実施の形態において、ＤＲシナリオは、同一のタイムステップにおいて実
施されるＤＲ契約に各電気機器の制御ブロックを割り当てた、当該タイムステップにおけ
る各電器機器の運用計画のことである。
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【００３５】
　図１に示されるように、サーバ１００は、種類が異なる様々なＤＲ契約（ＤＲ契約１０
１ａ～１０１ｎ）を、ＤＲプロバイダに提示する。サーバ１００は、ＤＲアグリゲータに
よって管理される。ＤＲプロバイダは、一般の需要家（ユーザ）である。
【００３６】
　なお、図１では、ユーザが１つのＤＲアグリゲータと複数のＤＲサービスを契約してい
る場合が示されているが、本実施の形態に係るＤＲシステムは、このような態様に限定さ
れるものではない。例えば、ユーザは、複数のＤＲサービスを、それぞれ異なるＤＲアグ
リゲータと契約してもよい。この場合、ＤＲコントローラ２００は、各ＤＲアグリゲータ
が管理する複数のサーバと接続してもよい。
【００３７】
　ＤＲプロバイダの構内１０２（宅内）には、電気機器１０４ａ～１０４ｙと、これらの
電気機器にＤＲ契約に基づく動作（ＤＲ動作）をさせる、ＤＲコントローラ２００とが設
けられる。これらの電気機器が消費する電力系統の電力またはこれらの電気機器が電力系
統に供給する電力の合計は、電力メータ１０３によってモニタされる。
【００３８】
　本実施の形態では、電気機器１０４ａ～１０４ｙのそれぞれは、(ｉ)電力の消費、(ｉ
ｉ)電力の蓄積、(ｉｉｉ)電力の生産／供給の少なくとも１つを行う。例えば、電力を消
費する機器とは、エアコン等の家電である。また、電力の蓄積する機器は、蓄電池（電気
自動車も含む）である。電力の生産／供給する機器とは、蓄電池或いは太陽光発電システ
ムである。
【００３９】
　本実施の形態では、電気機器１０４ａ～１０４ｙには、種類が異なる各ＤＲサービスに
使用される電気機器が含まれるが、この場合、種類が異なるＤＲサービスごとに、それぞ
れのＤＲサービスに対応づけられた複数のＤＲコントローラ２００が設けられていてもよ
い。
【００４０】
　例えば、ピークカットのＤＲサービスを行う電気機器は、第１のＤＲコントローラによ
って制御され、ＦＲ制御のＤＲサービスを行う電気機器は、第１のＤＲコントローラとは
異なる第２のＤＲコントローラによって制御されてもよい。
【００４１】
　電力メータ１０３は、ＤＲアグリゲータによって、構内１０２に設置されている。した
がって、ＤＲアグリゲータは、電力メータ１０３から送信される宅内における電力の利用
状況のデータを取得し、ＤＲ契約の契約条件を満たしているかを判断する。電力メータ１
０３は、言い換えれば、電力系統と、構内１０２との接続点であり、電力メータ１０３に
おける電力の入出力量（電力需給の調整量）が、ＤＲ契約の契約条件を満たしているか否
かの判断基準となる。すなわち、電気機器１０４ａ～１０４ｙによる電力需給の調整量は
、電力メータ１０３によってモニタされる。
【００４２】
　ＤＲコントローラ２００は、電気機器１０４ａ～１０４ｙの処理能力と、ＤＲ契約１０
１ａ～１０１ｎの内容を考慮しながらスケジューリング１０５を行う装置である。
【００４３】
　以下、スケジューリング１０５とは、以下の（１）～（３）の動作を行うことである。
【００４４】
　（１）ＤＲコントローラ２００は、タイムステップごとに、１つまたは複数のＤＲ契約
を各電気機器の制御ブロックに割り当てる。
【００４５】
　（２）ＤＲコントローラ２００は、タイムステップごとに、各制御ブロックに割り当て
られたＤＲ契約の量を判断する。
【００４６】
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　（３）ＤＲコントローラ２００は、タイムステップごとに、最適化された複数のＤＲ契
約の組み合わせ（ＤＲシナリオ）を生成する。ＤＲシナリオは、ＤＲプロバイダが提供可
能なＤＲサービスとしてＤＲアグリゲータ（ＤＲ契約者）に公表される。
【００４７】
　最終的なＤＲシナリオの選択は、ＤＲプロバイダの目的に応じて行われる。また、最終
的な選択の前に行われるＤＲシナリオの最適化は、当該ＤＲシナリオに含まれるＤＲ契約
の制約を考慮しながら行われる。このような制約には、複数のＤＲ契約と、電気機器との
相互作用に基づく制約が含まれる。
【００４８】
　上述のＤＲアグリゲータによって提示された複数のＤＲ契約１０１ａ～１０１ｎは、同
一のタイムステップ（対象期間）において将来実施される予定のものである。ＤＲコント
ローラ２００は、本実施の形態では、ＤＲ契約のスケジューリングを行い、最適なＤＲシ
ナリオを作成する。
【００４９】
　そして、ＤＲプロバイダは、最適なＤＲシナリオに含まれるＤＲ契約を入札及び落札す
る。ＤＲコントローラ２００は、最適なＤＲシナリオに基づいて電気機器１０４ａ～１０
４ｙを動作させる。ＤＲコントローラ２００がＤＲシナリオに基づいて電気機器１０４ａ
～１０４ｙを動作させることで電力系統の電力需給の調整が行われ、電気機器１０４ａ～
１０４ｙそれぞれの調整量の合計は、電力メータ１０３によってモニタされる。
【００５０】
　ＤＲアグリゲータは、電力メータ１０３から電力需給の調整量を取得し、取得した調整
量がＤＲ契約の契約条件に適合しているかを確認する。取得した調整量がＤＲ契約の契約
条件に適合している場合は、ＤＲプロバイダには、ＤＲアグリゲータからインセンティブ
が支払われる。
【００５１】
　次に、ＤＲコントローラの機能構成について説明する。図２は、本実施の形態に係るＤ
Ｒコントローラの機能構成を示すブロック図である。
【００５２】
　ＤＲコントローラ２００は、制御部２１０と、記憶部２２０と、通信部２３０とを備え
る。図２に示されるように、ＤＲコントローラ２００は、ユーザ１５０（ＤＲプロバイダ
）の入力を受け付けるインターフェース２４０を備えてもよい。
【００５３】
　以下、各構成要素のうち主要なものを中心に説明する。
【００５４】
　［記憶部２２０］
　記憶部２２０には、ＤＲデータ２２１、機器データ２２２、プロバイダデータ２２３、
運用データ２２４が記憶される。
【００５５】
　ＤＲデータ２２１には、サーバ１００から取得した１以上のＤＲ契約データ（ＤＲ契約
コンテキストデータ）、及び、過去に実行したＤＲ契約データなどのデータが含まれる。
【００５６】
　機器データ２２２には、電気機器の仕様データ、電気機器の運用コンテキストデータ、
電気機器の使用パターンなどのデータが含まれる。
【００５７】
　プロバイダデータ２２３には、ＤＲプロバイダの電気機器用設定ポイント、ＤＲプロバ
イダの負荷の利用パターン、エネルギーの利用パターン、電気機器の利用パターン、ＤＲ
プロバイダのＤＲイベント応答データ、ＤＲプロバイダの快適性設定ポイント、ＤＲに関
連した所望の設定ポイントなどのデータが含まれる。
【００５８】
　運用データ２２４には、運用のスケジュール、ステータス、性能データ、運用のために
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ＤＲコントローラ２００が必要とするその他のデータなどが含まれる。
【００５９】
　なお、記憶部２２０は、例えば、半導体メモリ、或いは、強誘電体メモリなどの記憶装
置で構成される。
【００６０】
　［通信部２３０］
　通信部２３０は、対象期間において実施される予定の複数のＤＲ契約をサーバ１００か
ら取得する。また、ＤＲコントローラ２００は、通信部２３０を通じて電気機器の制御を
行う。通信部２３０は、例えば、汎用の通信モジュールであり有線または無線によってＤ
Ｒアグリゲータのサーバ１００及び電気機器と通信を行う。
【００６１】
　［制御部２１０］
　制御部２１０は、シナリオ生成部２１１と、相関分析部２１２と、検証部２１３と、快
適性分析部２１４と、スケジューリング部２１５と、運用管理部２１６とを備える。以下
、制御部２１０の各構成要素について詳細に説明する。
【００６２】
　［シナリオ生成部２１１］
　シナリオ生成部２１１は、まず、各電気機器１０４ａ～１０４ｙの制御ブロック（以下
、単に各制御ブロックとも記載する）が技術的にＤＲ契約ｘ（１０１ａ～１０１ｎ）に加
わる資格があるかどうかを判断する。
【００６３】
　例えば、ＤＲ契約の内容が、指令値に基づいて充電または放電を行うＦＲ制御である場
合、充電及び放電の両方が可能な電気機器のみがこのＤＲ契約に加わることができる。す
なわち、蓄電池システムはこのようなＤＲ契約に加わることができるが、エアコンや、テ
レビは、放電をすることができないため、このようなＤＲ契約に加わることができない。
【００６４】
　シナリオ生成部２１１は、具体的には、技術的な資格の有無の判断として、以下の項目
（１）及び（２）のうちいずれか（または両方）を検証する。
【００６５】
　（１）ＤＲ契約が示すＤＲ内容に必要な電力の最小所要量または最大所要量に対する、
各制御ブロックが対応可能（制御可能）な電力の量。
【００６６】
　（２）ＤＲ契約が示すＤＲ内容に必要な電力の最小所要応答速度または最大所要応答速
度に対する、各制御ブロックが対応可能（制御可能）な応答速度。
【００６７】
　また、記憶部２２０に記憶されたＤＲデータ２２１に含まれる過去に実行したＤＲ契約
データを用いて、以下の項目（３）及び（４）を検証してもよい。
【００６８】
　（３）ＤＲ契約に電気機器（制御ブロック）を利用できる可能性が高い期間に対する、
ＤＲ契約に基づく制御が行われる可能性が高い期間。
【００６９】
　（４）ＤＲ契約に電気機器（制御ブロック）を利用できる可能性が高い継続時間に対す
る、ＤＲ契約に基づくＤＲ制御が行われる可能性が高い継続時間。
【００７０】
　なお、シナリオ生成部２１１が上記のような判断を行うためには、ＤＲ契約データには
、ＤＲ制御の始動条件及びＤＲ制御の要求性能が含まれる必要がある。
【００７１】
　また、シナリオ生成部２１１が上記のような判断を行うためには、機器データ２２２（
コンテキストデータ）には、以下のようなデータが含まれる必要がある。
【００７２】
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　（１）電気機器の電力の消費、電力の蓄積、及び電力の生産／供給の限界仕様（例えば
、電力の供給量及び電力の消費量の上限及び下限、充放電量の上限及び下限、充放電速度
の上限及び下限）。
【００７３】
　（２）電気機器の電力の消費、電力の蓄積、及び電力の生産／供給の実測データ（例え
ば、タイムステップ中の電力の消費量、タイムステップ中の電力の供給量、利用可能な充
電または放電の量、及び、制御可能な電力の消費量、制御可能な電力の供給量、制御可能
な充電または放電の量）。
【００７４】
　なお、機器データ２２２には、以下のデータが含まれてもよい。
【００７５】
　（１）タイムステップごとの電気機器の利用確率（例えば、ＤＲプロバイダ（ユーザ）
の過去の負荷データから算出される）。
【００７６】
　（２）電気機器が利用される継続時間の確率分布関数（例えば、ＤＲプロバイダ（ユー
ザ）の過去の負荷データから算出される）。
【００７７】
　以上説明したようなデータに基づき、シナリオ生成部２１１は、タイムステップごとに
、技術的な条件を満たす（技術的に実行可能な）２以上のＤＲ契約の組み合わせであるＤ
Ｒシナリオの一覧を作成する。
【００７８】
　言い換えれば、シナリオ生成部２１１は、まず、対象期間（タイムステップ）において
実施される予定の複数のＤＲ契約を取得する。続いて、シナリオ生成部２１１は、取得さ
れた複数のＤＲ契約のそれぞれについて、当該ＤＲ契約において要求される電力需給の調
整の内容を、１以上の電気機器を用いて実行可能か否かを判断する。そして、シナリオ生
成部２１１は、１以上の電気機器を用いて対象期間（タイムステップ）に実行することが
できる、２以上のＤＲ契約の組み合わせであるＤＲシナリオを、判断結果に基づいて生成
する。
【００７９】
　図３は、シナリオ生成部２１１による判断結果（技術的適合マトリクス）の一例を示す
図である。図３に示される「Ｙ」は、当該電気機器が、当該ＤＲ契約に技術的に対応して
いることを示し、「Ｎ」は、当該電気機器が、当該ＤＲ契約に技術的に対応していないこ
とを示す。なお、ＡＰ１１は、電気機器１の制御ブロック１を意味する。
【００８０】
　［相関分析部２１２］
　相関分析部２１２は、ＤＲ契約の相関を分析し、同時に成り立たないＤＲ契約の組が含
まれるＤＲシナリオを最初のＤＲシナリオ一覧から削除する。相関分析部２１２は、ＤＲ
契約データに基づいて、ＤＲ契約の相関を確認する。
【００８１】
　ＤＲ契約データには、以下の項目（１）～（３）のうちいずれか（または全て）が含ま
れる。
【００８２】
　（１）電力の消費または電力の供給の変更量の上限または下限。
【００８３】
　（２）電力の消費または電力の供給の変更継続時間の上限または下限。
【００８４】
　（３）電力の消費または電力の供給の変更速度の上限または下限。
【００８５】
　上記の契約の相関を分析した後に、相関分析部２１２は、同時に成り立たないＤＲ契約
の組が含まれるＤＲシナリオを削除することによってＤＲシナリオ一覧を更新する。
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【００８６】
　ここで、同時に成り立たないＤＲ契約の組の具体例について説明する。ＤＲシナリオに
ＤＲ契約１（ＤＲ１）及びＤＲ契約２（ＤＲ２）の２つのＤＲ契約が含まれているとする
。ここで、ＤＲ１は、最小２ｋＷの需要削減（電力の消費量の削減）が必要なＤＲ契約で
ある。これに対し、ＤＲ２は、０ｋＷよりも大きい需要削減が必要なＤＲ契約である。
【００８７】
　これに対し、ＤＲプロバイダは、それぞれ１ｋＷの需要を制御可能な２つの電気機器を
有しており、これらの電気機器（ＡＰ１及びＡＰ２）は、ＤＲ１及びＤＲ２のいずれかに
加わる技術的能力を備えているとする（つまり、ＡＰ１及びＡＰ２の制御ブロックは、１
ｋＷの需要を制御可能であって、ＤＲ１加わることができるものとする）。
【００８８】
　つまり、ＤＲ１を実行するためには、ＡＰ１及びＡＰ２の両方をＤＲ１に割り当てなけ
ればならない。ＡＰ１がＤＲ１に割り当てられない場合は、ＡＰ２がＤＲ１に割り当てら
れたとしてもＤＲ１を実行することができない。言い換えれば、ＡＰ１及びＡＰ２によっ
てＤＲ１及びＤＲ２の両方を実行することはできない。
【００８９】
　このように、異なるＤＲ契約の間には相関があり得る。この場合、ＤＲ契約の相関の条
件を満たしていないため、（ＤＲ１、ＡＰ１）＆（ＤＲ２、ＡＰ２）及び（ＤＲ２、ＡＰ
１）＆（ＤＲ１、ＡＰ２）というＤＲシナリオは削除されるべきである。上述した例にお
いて、ＤＲ契約の相関を考慮する前のＤＲシナリオ一覧は以下のとおりである。
【００９０】
　ＤＲシナリオ１：（ＤＲなし、ＡＰ１）＆（ＤＲなし、ＡＰ２）
　ＤＲシナリオ２：（ＤＲ１、ＡＰ１）＆（ＤＲ１、ＡＰ２）
　ＤＲシナリオ３：（ＤＲ２、ＡＰ１）＆（ＤＲ２、ＡＰ２）
　ＤＲシナリオ４：（ＤＲ１、ＡＰ１）＆（ＤＲ２、ＡＰ２）
　ＤＲシナリオ５：（ＤＲ２、ＡＰ１）＆（ＤＲ１、ＡＰ２）
【００９１】
　契約の相関を考慮した後は、ＤＲシナリオ４及び５がＤＲシナリオ一覧から削除される
。したがって、相関分析部２１２が更新した後のＤＲシナリオ一覧は、ＤＲシナリオ１、
ＤＲシナリオ２、及びＤＲシナリオ３である。
【００９２】
　図４は、上述したような相関分析部２１２の動作を概念的に示す図である。図４に示さ
れる複数のＤＲ契約のそれぞれについて、当該ＤＲ契約において要求される電力需給の調
整の内容を、複数の電気機器のそれぞれが実行可能か否かを示している。
【００９３】
　［検証部２１３］
　検証部２１３は、１つの構内１０２で異なるＤＲ契約が実行された場合に、集約負荷及
びエネルギー変更の相関を分析する。
【００９４】
　ＤＲ契約においては、異なる種類のＤＲ契約ごとに、異なる電力需給の調整内容が要求
される。例えば、ＤＲ契約がピークカットの場合、要求される調整内容は、特定の時間及
び期間に需要を削減することである。一方、ＦＲ制御の場合に要求される調整内容は、外
部からの指令値（命令信号）にしたがって需要を増減することである。
【００９５】
　ここでＤＲアグリゲータ（ＤＲ契約者）は、この調整内容を電力メータ１０３（系統接
続ポイント）で確認し、ＤＲコントローラ２００（ＤＲプロバイダ）が行う調整内容が契
約条件を満たしているかを判断する。
【００９６】
　ここで、１つの構内１０２における全ての電気機器が同じ種類のＤＲ契約を実行する場
合（または、ただ単に何も行わない場合）は、調整内容が契約条件を満たしているかを容
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易に検証可能である。
【００９７】
　しかしながら、異なる電気機器が異なるＤＲ契約を実行する場合には、調整内容は、電
力メータ１０３で予測されるべきである。なぜなら、上述のように、ＤＲアグリゲータは
、ＤＲコントローラ２００（ＤＲプロバイダ）が行う調整内容が契約条件を満たしている
かどうかを電力メータ１０３で確認するからである。
【００９８】
　ＤＲプロバイダは、ＤＲ契約に基づくインセンティブを受け取るためには、電力メータ
１０３がモニタする電力需給の調整量が契約条件に適合していなければならない。ＤＲ契
約を実行している電気機器の出力端子において電力需給の調整量が契約条件に適合してい
たとしても、ＤＲアグリゲータから見た場合には、契約条件に適合しているとは限らない
。電力メータ１０３がモニタする電力需給の調整量が契約条件に適合していなければ、Ｄ
Ｒプロバイダは、インセンティブを受け取ることができないだけでなくペナルティを課せ
られる場合もある。
【００９９】
　例えば、ＤＲ契約がピークカットの場合、特定の時間及び期間において電力系統に対す
る需要が削減されなければならず、いかなる状況でも、電力需給の調整の結果、電力系統
に対する需要が（電力需給の調整を行わない場合と比較して）増加する場合は、契約条件
に適合しているとは認められない。
【０１００】
　したがって、１つの構内１０２に設けられた複数の電気機器を用いて複数のＤＲ契約を
実行する場合、電力需給の調整量が契約条件を満たすかどうかを構内１０２に対応する電
力メータ１０３において検証できるようにすればよい。
【０１０１】
　ここで、同時に実行された場合に、電力需給の調整量が契約条件を満たさないＤＲ契約
の例について説明する。
【０１０２】
　図５は、電力需給の調整量が契約条件を満たさないＤＲシナリオの例を説明するための
図である。
【０１０３】
　例えば、ピークカットのＤＲ契約と、ＦＲ制御のＤＲ契約とを同時に行うと、互いの調
整量が相殺される場合がある。具体的には、図５に示されるように、ピークカットにおけ
る一方の電気機器の需要削減（ＤＲａ、ＡＰｂ１）が、ＦＲ制御における他方の電気機器
の需要増加（ＤＲｃ、ＡＰｄ２）と一致する場合は、互いの調整量は、相殺してしまう。
【０１０４】
　このような「相関」を「集約負荷及びエネルギー変更の相関」と称し、検証部２１３は
、同時に複数のＤＲ契約を行う際に集約負荷及びエネルギー変更の相関を考慮する。
【０１０５】
　検証部２１３は、異なるＤＲ契約を重畳した場合の電力需給の調整量を分析し、電力メ
ータ１０３がモニタする電力需給の調整量が契約条件を満たさないＤＲ契約を含むＤＲシ
ナリオを削除することによってＤＲシナリオ一覧を更新する。したがって、更新後のＤＲ
シナリオ一覧は、契約条件を満たすＤＲ契約のみを含むＤＲシナリオで構成される。
【０１０６】
　検証部２１３は、電気機器の負荷、エネルギー、または処理能力の変化に対する各（Ｄ
Ｒｘ、ＡＰｙｚ）の影響をそれぞれ予測する。また、検証部２１３は、集められた（ＤＲ
ｘ、ＡＰｙｚ）の組み合わせに対してシミュレーションを行う。また、検証部２１３は、
いずれかの（ＤＲｘ、ＡＰｙｚ）の組み合わせにおける集約負荷またはエネルギー変更が
ＤＲ契約の契約条件に反していれば、この（ＤＲｘ、ＡＰｙｚ）の組み合わせを含むＤＲ
シナリオを削除する。
【０１０７】
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　検証部２１３による検証は、相関分析部２１２が更新した後のＤＲシナリオ一覧に含ま
れるＤＲシナリオの全てに対して行われる。
【０１０８】
　以上のように、検証部２１３は、複数のＤＲシナリオのうち、当該ＤＲシナリオに基づ
いて電気機器を動作させたとした場合に、電気機器それぞれの電力需給の調整量の合計値
（電力メータ１０３における値）が当該ＤＲシナリオに含まれる２以上のＤＲ契約それぞ
れの契約条件を満たすＤＲシナリオを抽出する。
【０１０９】
　なお、検証部２１３は、（ＤＲｘ、ＡＰｙｚ）の組み合わせの負荷及びエネルギー変更
予測に、予測不能な人間の行動によって生じる可能性がある負荷偏差因子を組み入れても
よい。例えば、検証部２１３は、各電気機器の利用時間、利用期間、基準需要、及び利用
可能なエネルギーといった重要なパラメータに負荷偏差因子を割り当て、負荷及びエネル
ギー変更予測に組み入れてもよい。これらの負荷偏差因子は、ＤＲプロバイダの過去の負
荷データから取得することができる。
【０１１０】
　また、検証部２１３は、集約負荷及びエネルギー変更の観点から、過去データを考慮す
ることによってＤＲシナリオがＤＲ契約の契約条件を満たすよう改良した改良版のＤＲシ
ナリオも作成する。つまり、本実施の形態では、検証部２１３は、単にＤＲシナリオを削
除する代わりに、可能であれば、ＤＲシナリオを改良する。
【０１１１】
　なお、本実施の形態では、ＤＲシナリオの変更に際し、検証部２１３は、集約負荷及び
エネルギーの変更が契約条件を満たすように、実際に要求される集約負荷及びエネルギー
変更の量（電力）を算出する。このときの集約負荷及びエネルギー変更の量の算出におい
ては、各（ＤＲｘ、ＡＰｙｚ）のシナリオ生成部２１１における分析結果との整合性が考
慮される。
【０１１２】
　また、改良版のＤＲシナリオの作成に際しては、相関分析部２１２における分析結果も
考慮される。改良版のＤＲシナリオが、相関分析部２１２における分析結果と整合が取れ
る物である場合は、検証部２１３は、その改良版のシナリオをＤＲシナリオ一覧に追加す
る。
【０１１３】
　一例として、ＡＰ１が１ｋＷのピークカットのＤＲ契約に割り当てられ、ＡＰ２が１ｋ
ＷのＦＲ制御のＤＲ契約に割り当てられたＤＲシナリオの改良について説明する。なお、
以下の説明では、ＡＰ１及びＡＰ２のどちらの電気機器も１ｋＷの制御ブロックを１つだ
け有するものとする。
【０１１４】
　理論上、ＡＰ１が１ｋＷの需要を削減したとしても、ＡＰ２のＦＲ制御に基づく１ｋＷ
の需要の増加により相殺される可能性がある。したがって、検証部２１３は、まず、契約
条件を満たさない可能性があるこのＤＲシナリオをマークする。そして、検証部２１３は
、このＤＲシナリオを以下の順序で修正する。
【０１１５】
　１．検証部２１３は、ＡＰ１が需要を２ｋＷ削減可能かどうか確認する。
【０１１６】
　２．検証部２１３は、以下のように、ピークカットの１ｋＷ分をＤＲアグリゲータに売
却できるように、ＡＰ１が削減する需要を２ｋＷに変更した改良版のＤＲシナリオを作成
する。
【０１１７】
　２ｋＷ（ＡＰ１の需要削減分）－１ｋＷ（ＡＰ２の需要増加分）＝１ｋＷ（ＡＰ１が提
供可能なピークカット分）
【０１１８】
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　これにより、電気機器の負荷削減は実際には２ｋＷだが、電力メータ１０３においては
、ピークカットの１ｋＷ分の需要が削減される新たなＤＲシナリオ（改良版のＤＲシナリ
オ）が作成される。
【０１１９】
　ここで、検証部２１３は、ピークカットのＤＲ契約に関してこの改良版のＤＲシナリオ
が契約条件を満たしているかどうかを確認する。このＤＲシナリオがピークカットの契約
条件を満たしていれば、改良版のＤＲシナリオがシナリオ一覧に追加され、元のＤＲシナ
リオは削除される。
【０１２０】
　続いて、ＤＲシナリオの改良の別の例について説明する。図６は、ＤＲシナリオの改良
の別の例を説明するための図である。
【０１２１】
　図６において、ＤＲｃは、所定期間において合計で、例えば、２ｋＷｈの電力を削減す
ることが契約条件となっているＤＲ契約である。一方で、ＤＲｂは、ＦＲ制御のＤＲ契約
であり、期間前半は需要を増大させ、期間の後半は需要を減少させることが予想されてい
るＤＲ契約であるとする。
【０１２２】
　図６に示されるように、ＤＲｃにおいて要求される２ｋＷｈの電力の削減を、ＤＲｂに
おいて予想される需要が減少すると予想される期間に集中させた場合、ＤＲｃの契約条件
と、ＤＲｂの契約条件との両方が満たされることとなる。したがって、検証部２１３は、
ＤＲｃにおいて要求される２ｋＷｈの電力の削減をＤＲｂにおいて予想される需要が減少
すると予想される期間に集中させた改良版のＤＲシナリオを作成する。
【０１２３】
　以上のように、検証部２１３は、契約条件を満たす範囲内において、１つのＤＲ契約に
おいて需要を減少させる期間を、他のＤＲ契約において需要を減少させる期間に一致させ
て（合わせて）ＤＲシナリオを改良してもよい。これにより、検証部２１３は、需要を増
大させる期間と需要を減少させる期間とが重なって電力需給の調整量が相殺されることを
防ぐことができる。
【０１２４】
　なお、検証部２１３は、契約条件を満たさない可能性が最も高い（ＤＲｘ、ＡＰｙｚ）
の組み合わせを取得してもよい。検証部２１３は、テーブルを作成して、不適合因子をそ
れぞれの組み合わせに割り当て、不適合因子がより大きいシナリオを削除する。このテー
ブルは、各ＤＲイベントの結果、電気機器の仕様の変化、ＤＲ契約などの任意のパラメー
タに基づいて更新されてもよい。
【０１２５】
　［快適性分析部２１４］
　快適性分析部２１４は、複数のＤＲ契約がスケジューリングされた場合の快適性の変化
と、快適性の変化から想定される相関とを分析する。快適性分析部２１４は、検証部２１
３によって更新されたＤＲシナリオ一覧がＤＲプロバイダの快適性の判断基準に合うかど
うかを確認する。
【０１２６】
　個々の電気機器は、それぞれＤＲプロバイダの快適性に影響を与える。また、様々な電
気機器の組み合わせと、各電気機器の動作状態もＤＲプロバイダの快適性に影響を与える
。
【０１２７】
　例えば、ＤＲ契約を実行する電気機器に空調機器（エアコン）と、扇風機とが含まれ、
エアコン及び扇風機の両方がピークカットのＤＲ契約を実行可能な場合を考える。この場
合、エアコン及び扇風機の両方をピークカットのＤＲ契約に割り当てたとすると、ＤＲプ
ロバイダの快適性が過度に低下する可能性がある。快適性分析部２１４は、例えば、この
ように著しく快適性を損なうＤＲシナリオをＤＲシナリオ一覧から削除する。
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【０１２８】
　なお、ＤＲプロバイダ（ユーザ１５０）が、インターフェース２４０を介して、ＤＲコ
ントローラ２００に快適性の判断基準を指定することができる構成であってもよい。これ
により、ＤＲプロバイダは、快適性の条件を満たさない（ＤＲｘ、ＡＰｙｚ）、及び、快
適性の条件を満たさない（ＤＲｘ、ＡＰｙｚ）の組み合わせをＤＲシナリオ一覧から除く
ことができる。
【０１２９】
　ＤＲプロバイダは、例えば、インターフェース２４０を介して自身の快適性のレベル（
生活快適性設定ポイント）を入力する。そして、快適性分析部２１４は、各（ＤＲｘ、Ａ
Ｐｙｚ）及び（ＤＲｘ、ＡＰｙｚ）の組み合わせが、ＤＲプロバイダの快適性に与える影
響を予測する。そして、快適性分析部２１４は、予測された快適性レベルが、ＤＲプロバ
イダによって入力された快適性設定ポイント（閾値）を下回るシナリオを削除する。
【０１３０】
　なお、快適性の予測は、気温、湿度、室内光量、（ＤＲｘ、ＡＰｙｚ）の影響によって
電気機器が利用できない期間（空調を行う電気機器が使用できない期間）といったパラメ
ータを用いて、これらのパラメータの変化予測及びシミュレーションに基づいて行われて
もよい。
【０１３１】
　また、快適性分析部２１４は、ＤＲの履歴データを用いてＤＲシナリオを削除してもよ
い。この場合、快適性分析部２１４は、過去にＤＲプロバイダによって入力された快適性
設定ポイントの履歴に基づいて、ＤＲシナリオ一覧から削除される確率が高い（ＤＲｘ、
ＡＰｙｚ）の組、及び、（ＤＲｘ、ＡＰｙｚ）の組み合わせを抽出する。
【０１３２】
　具体的には、快適性分析部２１４は、抽出した（ＤＲｘ、ＡＰｙｚ）のそれぞれに「許
容重み付け因子」のパラメータを１つ割り当てる。「許容重み付け因子」は、値が大きい
ほど、ＤＲシナリオ一覧から削除される可能性が低いＤＲシナリオであることを意味する
。
【０１３３】
　そして、快適性分析部２１４は、上記「許容重み付け因子」に基づいて（例えば、ＤＲ
シナリオに含まれるＤＲ契約の許容重み付け因子の合計に基づいて）ＤＲシナリオ一覧か
ら削除される確率が高いＤＲシナリオを抽出する。
【０１３４】
　また、快適性分析部２１４は、「相関許容重み付け因子」と呼ばれる、「許容重み付け
因子」とは別の重み付け因子も抽出する。「相関許容重み付け因子」は、値が大きいほど
、ＤＲシナリオ一覧から削除される可能性が低いＤＲシナリオであることを意味する。
【０１３５】
　本実施の形態において、快適性分析部２１４は、異なる（ＤＲｘ、ＡＰｙｚ）の組み合
わせに対する相関許容重み付け因子をＤＲの履歴データを用いて算出する。そして、相関
許容重み付け因子が小さい（ＤＲｘ、ＡＰｙｚ）の組み合わせは、「快適性が低い」とし
てフラグが立てられ、生活快適性の予測が行われる前に自動的に削除される。
【０１３６】
　このように、本実施の形態では、快適性分析部２１４には、学習能力があり、快適性分
析部２１４は、ＤＲシナリオを実行するごとに相関許容重み付け因子を更新することがで
きる。
【０１３７】
　以下、相関許容重み付け因子の具体例について説明する。例えば、エアコンを用いたピ
ークカットのＤＲ契約は、ＤＲプロバイダの快適性が低いため、（ピークカット、エアコ
ン）の許容重み付け因子は小さい。また、扇風機を用いたピークカットのＤＲ契約は、生
活快適性にほとんど影響しないので（ピークカット、扇風機）の許容重み付け因子は大き
い。
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【０１３８】
　ここで、ＤＲの履歴データによれば、（ピークカット、エアコン）＆（ピークカット、
扇風機）の組み合わせは、全て、ＤＲプロバイダの生活快適性設定ポイントの入力に基づ
いてＤＲシナリオ一覧から削除されていたとする。この場合、快適性分析部２１４は、（
ピークカット、エアコン）＆（ピークカット、扇風機）の組み合わせの相関許容重み付け
因子は、値が０であると学習する。
【０１３９】
　そして、（ピークカット、エアコン）＆（ピークカット、扇風機）の組み合わせを含む
ＤＲシナリオは、いずれも快適性分析部２１４によって削除される。
【０１４０】
　以上、相関分析部２１２、検証部２１３、及び快適性分析部２１４の動作について説明
した。相関分析部２１２、検証部２１３、及び快適性分析部２１４によれば、ＤＲシナリ
オの数を削減することができ、ＤＲコントローラ２００の計算負荷を減らすことができる
。
【０１４１】
　なお、相関分析部２１２、検証部２１３、及び快適性分析部２１４の動作の順序は、上
述のような順序に限定されるものではなく、入れ替えられても構わない。
【０１４２】
　次に、制御部２１０のスケジューリング部２１５及び運用管理部２１６について説明す
る。
【０１４３】
　［スケジューリング部２１５及び運用管理部２１６］
　スケジューリング部２１５は、相関分析部２１２、検証部２１３、及び快適性分析部２
１４の分析により更新済みのＤＲシナリオ一覧に含まれるＤＲシナリオ（以下、最適化シ
ナリオとも記載する）の中から１つのＤＲシナリオを選択する、スケジューリングを行う
。スケジューリング部２１５は、各電気機器（各制御ブロック）を、ＤＲシナリオに含ま
れるＤＲ契約に割り当て、ＤＲアグリゲータ（ＤＲ契約者）に売却される各ＤＲ契約の全
体量も判断する。なお、スケジューリング部２１５のＤＲシナリオの選択は、ＤＲプロバ
イダの目的（得られるインセンティブ等ＤＲシナリオの選択基準）を考慮して行われる。
【０１４４】
　本実施の形態では、スケジューリング部２１５は、ＤＲシナリオごとにそれぞれ得られ
るインセンティブ（最終利益）の合計を算出し、最も採算の良いＤＲシナリオを選択する
。言い換えれば、スケジューリング部２１５は、最適化シナリオのうち、得られるインセ
ンティブが最も高い最適化シナリオを１つ選択する。
【０１４５】
　このとき、スケジューリング部２１５は、記憶部２２０に記憶されたＤＲ契約のコンテ
キストデータ（インセンティブ、ペナルティの情報が含まれる）と、実現可能な各ＤＲ契
約の全体量とを用いる。
【０１４６】
　なお、スケジューリング部２１５は、最適化シナリオのうち、得られるインセンティブ
が所定値以上の最適化シナリオを１つ選択してもよい。
【０１４７】
　また、スケジューリング部２１５は、例えば、ＤＲシナリオの選択基準として、上述の
快適性に基づいてＤＲシナリオを選択してもよい。具体的には、スケジューリング部２１
５は、最適化シナリオのうち、空調を行う電気機器（エアコン）を停止させることによっ
て電力需給の調整を行う時間が所定時間よりも短い最適化シナリオを１つ選択してもよい
。また、スケジューリング部２１５は、最適化シナリオのうち、空調を行う電気機器を停
止させることによって電力需給の調整を行う時間が最も短い最適化シナリオを１つ選択し
てもよい。
【０１４８】
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　また、スケジューリング部２１５は、複数のパラメータの重み付け和を選択基準として
ＤＲシナリオを選択してもよい。この場合、ＤＲプロバイダ（ユーザ１５０）は、ＤＲプ
ロバイダの様々な目的（インセンティブ、ＣＯ２削減、快適性など）をパラメータとして
数値化し、これらのパラメータに対する所望の重み付けを入力する。その後、スケジュー
リング部２１５は、ＤＲシナリオ一覧に含まれる各ＤＲシナリオについて、当該ＤＲシナ
リオの評価値（パラメータの重み付け和）を算出する。そして、スケジューリング部２１
５は、この評価値が最もよいＤＲシナリオを選択する。
【０１４９】
　例えば、宅内のエネルギーコストが最小となる評価値、ユーザが享受できるインセンテ
ィブが最大となる評価値、ＣＯ２排出量を最小（ＣＯ２削減量を最大）の評価値、或いは
、ユーザの快適性が最大となる評価値が、最もよい評価値とされる。
【０１５０】
　また、本実施の形態では、スケジューリング部２１５は、さらに、選択基準に最も適合
したＤＲシナリオに加えて、２番目に選択基準に適合したＤＲシナリオを選択する。ＤＲ
コントローラ２００は、選択基準に最も適合したＤＲシナリオを、インターフェース２４
０または通信部２３０を介してＤＲプロバイダ（ユーザ１５０）に送信する。
【０１５１】
　そして、スケジューリング部２１５によって選択されたＤＲシナリオがＤＲプロバイダ
によって拒否された場合、スケジューリング部２１５は、２番目に選択基準に適合したＤ
ＲシナリオをＤＲプロバイダに送信する。
【０１５２】
　運用管理部２１６は、最終的に選択されたＤＲシナリオを実行する。すなわち、運用管
理部２１６は、スケジューリング部２１５が最終的に選択したシナリオに基づいて、タイ
ムステップ（対象期間）において電気機器を動作させる。
【０１５３】
　また、運用管理部２１６は、ＤＲシナリオの実行（運用）に際し、運用に関する他のタ
スクの管理を行う。ここでの他のタスクには、電気機器に送信されるＤＲ始動信号の作成
、実行中のＤＲシナリオ（動作中の電気機器）の監視、及び、ＤＲシナリオがスケジュー
ルから逸脱した場合の修復が含まれる。また、上記他のタスクには、１以上のＤＲアグリ
ゲータ（ＤＲ契約者）から送信されるフィードバックデータの作成、ＤＲシナリオの実行
中に何らかの変化が生じた場合に運用をどう続行するかの判断などが含まれる。
【０１５４】
　［動作］
　次に、ＤＲコントローラ２００を含むＤＲシステム全体の動作シーケンスと、ＤＲコン
トローラ２００の動作のフローチャートについて説明する。
【０１５５】
　図７は、ＤＲシステム全体のシーケンス図である。図８は、ＤＲコントローラ２００の
動作を示すフローチャートである。
【０１５６】
　まず、ＤＲコントローラ２００は、記憶部２２０から１以上のＤＲ契約を取得する（Ｓ
１１）。そして、ＤＲコントローラ２００は、制御対象の電気機器の更新されたコンテキ
ストデータを取得する（Ｓ１２）。ＤＲコントローラ２００は、電気機器のコンテキスト
データを受信すると、技術的適合マトリクスを作成し（Ｓ１３）、最初のＤＲシナリオ一
覧を作成する（Ｓ１４）。
【０１５７】
　そして、ＤＲコントローラ２００は、契約の相関を分析し（Ｓ１５）、ＤＲシナリオ一
覧を更新する（Ｓ１６）。
【０１５８】
　次に、ＤＲコントローラ２００は、系統接続ポイント（電力メータ１０３）の集約負荷
及びエネルギー変更を分析し（Ｓ１７）、ＤＲシナリオ一覧を更新する（Ｓ１８）。
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【０１５９】
　そして、ＤＲコントローラ２００は、生活快適性の相関を分析し（Ｓ１９）、ＤＲシナ
リオ一覧を更新する（Ｓ２０）。更新後のＤＲシナリオ一覧には、最適化シナリオのみが
含まれる。
【０１６０】
　次に、ＤＲコントローラ２００は、ステップＳ２０において更新されたＤＲシナリオ一
覧の中から１つのＤＲシナリオを最終シナリオとして選択する、ＤＲスケジューリングを
実行する（Ｓ２１）。
【０１６１】
　そして、ＤＲコントローラ２００は、選択したＤＲシナリオにしたがって、電気機器を
動作させる。実行中のＤＲシナリオは、ＤＲコントローラ２００によって管理される（Ｓ
２２）。
【０１６２】
　以上説明したように、ＤＲコントローラ２００は、ＤＲプロバイダの電気機器それぞれ
の電力需給の調整量の合計値が、ＤＲシナリオに含まれる２以上のＤＲ契約それぞれの契
約条件を満たすか否かを判断して、ＤＲシナリオの選択を行う。これにより、ＤＲコント
ローラ２００は、各々が契約条件を満たす複数のＤＲ契約を１つのタイムステップ内にお
いて実行することができる。
【０１６３】
　なお、上記実施の形態において、シナリオ生成部２１１は、取得部、判断部及び生成部
に相当し、検証部２１３は、抽出部に相当する。また、スケジューリング部２１５及び運
用管理部２１６は、動作部に相当する。
【０１６４】
　（変形例）
　本発明は、上記実施の形態に限定されるものではない。
【０１６５】
　例えば、上記実施の形態では、構内１０２に設けられたＤＲコントローラに本発明のデ
マンドレスポンス制御装置を適用したが、本発明は、図９に示されるように、ＤＲアグリ
ゲータ３００側のＤＲスケジューラ３１０に適用することも可能である。
【０１６６】
　図９の例では、ＤＲスケジューラ３１０（ＤＲアグリゲータ３００）は、ＤＲ購入者の
サーバ１００からＤＲ契約１０１ａ～１０１ｎを取得し、上記実施の形態で説明したスケ
ジューリングを行って選択したＤＲシナリオをＤＲコントローラ２００に提示する。ＤＲ
コントローラ２００は、提示されたＤＲシナリオにしたがって、電気機器１０４ａ～１０
４ｙを動作させる。
【０１６７】
　また、上記実施の形態では、電力メータ１０３は、１つの構内に対応して設けられたが
、図１０に示されるように複数の構内１０２ａ及び構内１０２ｎに対応して１つの電力メ
ータ１０３ａが設けられてもよい。
【０１６８】
　なお、上記実施の形態では、原則的には、１つのＤＲ契約に１つの電気機器が割り当て
られたが、１つのＤＲ契約に複数の電気機器が割り当てられてもよい。
【０１６９】
　なお、上記各実施の形態において、各構成要素は、専用のハードウェアで構成されるか
、各構成要素に適したソフトウェアプログラムを実行することによって実現されてもよい
。各構成要素は、ＣＰＵまたはプロセッサなどのプログラム実行部が、ハードディスクま
たは半導体メモリなどの記録媒体に記録されたソフトウェアプログラムを読み出して実行
することによって実現されてもよい。
【０１７０】
　以上、一つまたは複数の態様に係るデマンドレスポンス制御装置（デマンドレスポンス
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れるものではない。本発明の趣旨を逸脱しない限り、当業者が思いつく各種変形を本実施
の形態に施したものや、異なる実施の形態における構成要素を組み合わせて構築される形
態も、一つまたは複数の態様の範囲内に含まれてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１７１】
　本発明は、電力系統の電力需給の調整を行うデマンドレスポンスシステムに適用できる
。
【符号の説明】
【０１７２】
　１００　サーバ
　１０１ａ～１０１ｎ　ＤＲタイプ
　１０２、１０２ａ、１０２ｎ　構内
　１０３、１０３ａ　電力メータ
　１０４ａ～１０４ｙ　電気機器
　１０５　スケジューリング
　１５０　ユーザ
　２００　ＤＲコントローラ
　２１０　制御部
　２１１　シナリオ生成部
　２１２　相関分析部
　２１３　検証部
　２１４　快適性分析部
　２１５　スケジューリング部
　２１６　運用管理部
　２２０　記憶部
　２２１　ＤＲデータ
　２２２　機器データ
　２２３　プロバイダデータ
　２２４　運用データ
　２３０　通信部
　２４０　インターフェース
　３００　ＤＲアグリゲータ
　３１０　ＤＲスケジューラ
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